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株式会社アダストリア 
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会社概要 事業の特徴 

業 種 カジュアル衣料専門店 

代 表 
代表取締役会長兼社長  
福田 三千男 

設 立 1953年10月22日 

連結売上高 1,838億70百万円 ※2021年2月期 

従 業 員 数 正社員5,701名    ※2021年2月期 

30を超えるブランドを国内外に約1,400店舗展開 

公式WEBストア ドットエスティ会員 1,300万人 

マルチカテゴリー戦略による多様な商品展開 

ショッピングセンターを中心に展開するカジュアル 
ファッション専門店チェーン。「Play fashion!」を 
ミッションに掲げ、ファッションを通じてお客さま 
一人ひとりの毎日に「もっと楽しい」選択肢をご提案
しています。 



アダストリアのサステナビリティ方針 
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TOPICS 

 ・ファッションロス ゼロの実現 
 
 
 ・サーキュラーエコノミーへの挑戦 
 
 
 ・グッド コミュニティの創造 
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衣料品在庫の焼却処分ゼロを決定し、適時・適価・適量生産に向けた取り組みを推進 

ファッションロス ゼロの実現 

    再来期（最終処分） 
   残10億円 → 0に向けて 

  来期（次年度） 
  残40億円 → 約10億円 

 適時・適価・適量を方針に 
   徹底した在庫コントロール 
 徹底したOTB計画 
 商慣習の改革 

当期（初年度） 
仕入高800億円 → 約40億円  

 アウトレット店舗や 
  公式WEBストアでの 
  再販売 

 アップサイクルやレンタル事業 
  での活用 
 再資源化、新興国での再販 
  によるリユースとリサイクル 

当社(年商2,000億円)の仕入・販売サイクル 
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【徹底したOTB計画】 
 ・残在庫見込から逆算する仕入計画 
  
 

【発注精度の向上】 
 ・ECでの先行予約受注データを活用 
 ・発注前に現場スタッフによる評価 
 ・追加発注及び仕入抑制の迅速判断 

【アップサイクル事業】 
 
  
 

【子供服のレンタル事業】 
・お客様共に創るクラウド上のワードローブ 
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■子会社アドアーリンクの設立 

サーキュラーエコノミーへの挑戦 
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 全ての商品にサステナブルな素材を使用し、
生産工程では 「ながく続く」と「無駄を省く」
を徹底 。 

 グループのCSR調達方針にもとづいた倫理
的な生産。 

 Higg Indexを活用し環境負荷を開示 
 店舗を持たず、生産者と生活者を直接繋ぐ

事により、中間マージンを抑制。 
 高品質かつ手にとりやすい価格設定を目指

している。 
 
 
 
 

 

サステナビリティと透明性 
■O0u (オー・ゼロ・ユー) ブランドコンセプト 

Higg Index MSI・・・ 
 

非営利団体Sustainable Apparel Coalitionが開発
した素材の環境負荷を可視化する指標。 

【下記の項目から環境負荷を算出】 

シンプルかつ分かりやすい例えで
環境負荷低減効果を開示 

3段階表示による製品評価 

■生産付加値の開示 

• 製品の重量 
• 素材名 
• 原材料の詳細 
• 製造過程プロセス 
• 加工の詳細 
• 各素材の含有率 

サーキュラーエコノミーへの挑戦 
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■サーキュラー事業 

サーキュラーエコノミーへの挑戦 

最終残在庫を活用したオフプライス事業や 
アップサイクル・リペア・リメイクによる商材の循環活用を行う事業。 

残在庫の染め直しによる
再付加価値商品の提
供 
 

アップサイクル レンタル 
サーキュラー事業を象徴する 

リアル店舗の運営 

子供服のレンタル事業 アダストリア残在庫などの再販 
リペアやリメイクなどを通じた体験型店舗 
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■B2CからN対Nの世界へ 

グッドコミュニティの創造 

1300万会員の自社EC 
ドットエスティ 

社員約4,000人が参加する 
当社のスタッフボード 
（オンラインスタイル提案） 

■B2C（１対N） ■N対N 

・展開カテゴリーが増える。 
・参加者（企業・社員・お客様）が増える。 
・参加者同士が繋がり合う。 
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グッドコミュニティの創造 

■ファッション産業＝ライフスタイル産業 
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グッドコミュニティの創造 

■人と人、企業同士がつながり、集まる、場づくり 
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APPENDIX 



サステナビリティを妨げる業界の商慣習① 
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月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

SALE 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

SALE 

＜セール年間スケジュール＞ 

 売上獲得のための値下げによる販売促進および大量生産 
 営業時間、セールに対応する従業員の確保 

福袋の廃止 

 福袋用の商品生産は合理的でない 
 福袋販売のために販売員が疲弊 

 

 → 廃止に 

GW 

自社クレ10％OFF FBセール SC系セール 

ブラックフライデー 初売 

自社クレ10％OFF 

FB・SCセール 自社クレ10％OFF 

クリアランス 

自社クレ10％OFF 

FB・・・ファッションビル SC・・・郊外ショッピングセンター 

持続困難 

過剰な値引きの抑制 

 単品ごとに荒利の管理を徹底、プロパー価格での
消化率を高める 

 残在庫見込みから仕入計画を立てる徹底した在
庫コントロール 

お客さまは「セール待ちの状態」に 

【セールの常態化】 

【当社の取り組み】 



サステナビリティを妨げる業界の商慣習② 

【長時間労働、週7日営業】 

 商業施設の平均営業時間…10:00～22:00 
 営業日…週7日 
        ※休館日を年に１～２日設ける商業施設もあるが、少数 

人員不足解消や従業員のウェルビーイングのため、改革が必要 

新静岡セノバ様と協業する「ささえあう働く時間プロジェクト」 参考：消費者アンケート結果 

Q1.業態ごとに営業時間が変わることについて   
   どう思いますか？ 
 

   とても賛成：      22.1％ 
   賛成：          38.8％ 
   どちらかと言えば賛成：32.3％ 
   どちらかと言えば反対：   5.4％ 
   反対：            1.1% 
   絶対に反対：          0.3％ 

Q2.業態ごとに定休日が変わることについて 
   どう思いますか？ 
 

   とても賛成：        20.8％ 
   賛成：           35.7％ 
   どちらかと言えば賛成： 30.3％ 
   どちらかと言えば反対：  10.4％ 
   反対：            1.9％ 
   絶対に反対：          0.9％ 

93.2％ 

86.8％ 




